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嗚呼、お前はそうして

私を呪っているのだろう

それでもいい

こうして

私は　お前の「呪い」を手に入れたのだから
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帰ろう

静寂が支配する

時間の止まった

あの　美しい純白の世界に…

しなやかに、美しいラインを描き、彼の手は、羽根が舞うように優雅に動く。その、仰向けに差し出された掌に、ひらりと一枚の薄桃色の花弁が誘われるように舞い落ちた。

「花は散るから美しいのだ。”死”があるからこそ、”生”は美しい。」

男にしては細めの凛とした美しい声が薄闇夜に響くと、薄雲に隠れていた月が、ゆっくりと姿を現し、辺りを照らした。

その光に浮かび上がったのは、少し歪な形をした海棠の古木。

太い幹は途中で折れて背が低くなっていたが、その方々から懸命に空に細い幹を伸ばし、小さな枝を伸ばし、八部咲きに美しい花をつけていた。

しかし、よく観ると、辺りにはその木以外には何も無い。以前、戦があったのであろうか？焼け朽ちた海棠の切り株だけが、雑草の生い茂る野原に広がっていた。

「この木だけが、生き延びたのは何故だろうな…」

薄笑みを浮かべた唇が、そう言うと、海棠の木の、漆黒の陰が、ゆっくりと動き、そしてその影は微かに緑の光を放ちながら、人らしき形を現した。

「ご主人様…何故態々このようなところへ？御呼びになられれば直ぐに参上します。」

影の声は、重く、そして少し湿った声だった。

主人と呼ばれた彼は、掌をくるりと動かすと、花弁を無造作に空に捨てた。

「ふ…っ。城下に来た時に、お前が私の側を離れるのは、仕事の命を受けた時か、ここへ来る時だけであろう。たまには私も、この景色を観たくなっただけだ。美しいものが好きだからな。」

影はうずくまるように、その足元にひざまく。すると、人差し指を立てた滑稽で、怪しい手の付いた杖の先が、月の光で、半分だけ闇に浮かび上がったように照らし出された、影の頬に触れた。

「言っただろう、私は美しいものが好きなのだ。…お前は本当に醜いね。見た目も…心もな。今でも覚えているよ、お前が私の奴隷に成った日の事を…。命欲しさに前に歩み出たお前の顔立ちは、本当に醜くて綺麗だった。恐怖に歪んだ、憂いに満ちたあの顔…。だから、私はお前の身体に火を放った。鬼狼、あの時のお前を永遠に私のものにする為にね。」

そうして、嬉しそうに、ふふっ。と笑った彼は、杖の指先で影の少し厚めの唇に触れ、ゆっくりなぞると、今度はその杖の指先を、自分の頬に当てそれでゆっくりと自らの頬を撫で、その感触にうっとりとした表情を浮かべる。

「無歓様…」

鬼狼はその光景がまぶしいと言うように瞳を閉じた。

「海棠の花の舞うこの景色は、雪が舞う”あの国”を思い出すね。」

無歓は、微笑みながらも蔑むような視線を鬼狼に投げつけながら、そう言うと、くるりと背を向けた。そして、月明かりに照らされて白く輝く無歓の薄い外套の裾が、ひざまついたままの鬼狼の鼻先を掠めた時、また月が薄雲に覆われた。その闇の中、鬼狼はゆっくりと公爵に向かって手を伸ばしてみた。だが、彼には触れられない。触れることを許されていない。奴隷は命令がなければ、主人に触れることは許されないのだ。ましてや、全身や顔の半分と同じようにまるで溶けた蝋のようなケロイドに覆われた醜い手で、美しいあの顔に、肌に触れることは許されていない。

「何をしているのだ？早く来い。」

無歓は振り返りもせずに、鬼狼を呼んだ。

遠くからみたその光景は闇の中に赤い花が無数に光っているようだった。それは、北の公爵・無歓の軍の、野営の火である。極北の地を治める無歓が、この国の城下までやってくるのには、実に一年もの時間を要した。表向きは国内の視察という事だが、本当の目的は別にあった。しかし、それを知る者は、無歓の側近の極僅かな人々だけであった。陣営の最奥には、他のテントよりも、一際大きいテントが張られていた。その中はテントとは言ってもかなり広く、白を基調とした簡単な造りで美しかったが、炬火さえも冷たく思えてしまうような、そんな空気がそこにはあった。そして、その中央に置かれたのは孔雀を模った玉座で、無歓はどこへ行くにもこの玉座を持ってきていた。その玉座の後ろ、衝立の裏に、彼の床があった。万が一、テントの外から攻撃をされても、一発では届かないように考えられての配置だった。暖をとるというよりは、灯りとりの為だけの火が、玉座の横で、ちろちろと燃えている。その玉座に身をゆったりと預けるようにして座っている無歓と、その前に丸まるようにひれ伏した鬼狼以外は、人払いをしたのだろう、二人以外に誰も居なかった。

「明日の夜には城へ赴く。後は、全てお前の手にかかっているのだ。」

無歓の冷たい声が、二人だけに聞こえる大きさで流れた。そして、ひざまつき、顔を伏せたままの鬼狼はじっと、彼の言葉を聞いている。

「失敗は何を意味するのか、解っているな」

念を押すように、無歓がそう言うと、鬼狼の背筋にぞくりと震えが這いあがった、鬼狼は眉根を寄せて、それに耐える。

「一年…一年だ。時空をも簡単に越えられるお前にとっては造作も無い距離かもしれないが…あの北の地から長い時間をかけて、ここまで来たのだ。お前は、私が望むものを手に入れるための、最高の道具だと思っている。私を失望させるな。」

---　王妃・傾城を手に入れ、天下をとる。

その為に、無歓は挙兵し、遥か彼方の地、北の国、かつて雪国と呼ばれていた地から、この城都へ一年という年月をかけてやってきた。公爵家という何不自由ない家に生まれ、その爵位を継ぎ、目の覚めるような美貌を持ち、誰もが欲しがるものを、何もかもを生まれながらにして全て持っていた無歓。しかし、彼の心はいつも渇いていた。今までに、彼自身が望んで、そして手に入れたものは…何も無いのだ、唯一つ、奴隷の鬼狼以外には。

「御意のままに…」

無歓の声に、鬼狼はようやく搾り出すように一言、そういった。五年前、この国の隣国として存在していた国…雪国…は、無歓の手に落ち、滅亡した。雪国人は武器を持たぬ民。自然と大地と…空と一体となり、この世界で最も崇高なる精神をもった民であった。しかし、死をも恐れぬ雪国人は敵である無歓に毅然とした態度で臨み、結果、滅亡した。無歓の唯一、子飼の奴隷である“黒衣の者”となった鬼狼以外…。

「そういえば、お前は傾城王妃を見たことがあったか？」

思い出したように、無歓は鬼狼に尋ねた。すると、鬼狼は「一度だけですが…」と小さな声で答えた。王宮の最奥である後宮に、まるで閉じ込められたようにされていた王妃は、臣下でさえも、滅多に拝謁は叶わない。ましてや、奴隷がその姿を見ることなど、本来は無いはずだった。しかし、鬼狼は一度だけその姿を見たことがあった。それは、何年か前に王と王妃が極北の地に来たことがあったのだ。その時に、公爵の家へ宿泊をした際に、鬼狼は影からではあったが、その姿を見たことがあった。

「あの、女は不思議な女だ。一度見たら最後。手に入れたくなってしまう。噂によると、満神の無極の運命により、愛の喜びを得ることは叶わないらしいが…な…。」

無歓はそう言うと、くくっ。と、可笑しそうに笑ったが、鬼狼はそれを不思議そうに見つめていた。鬼狼は、たしかに王妃を「美しい」とは思ったが、手に入れたいと思ったことは無かった。だから、無歓がどうしてこれほどの事をしてまで、彼女を手に入れたがるのか？いや、無歓だけではない、他の男達が同様に彼女独りの為に振り回されるのかが、よくわからなかった。しかし、その疑問は、鬼狼にとって自分の心の奥底にある、小さな棘を刺激するものだった。奴隷になるよりも遥かに昔から心の奥底にある棘。それは、思春期を迎えた頃から痛みを増大させていき、未だに取れぬ棘。無歓はそんな鬼狼の様子を知ってか知らずか、

「まぁ、奴隷には“愛”は必要ないものだろうが…」

見下すような瞳で、無歓は鬼狼にそう言った。そして、機嫌良さそうに微笑むと、ゆったりと玉座に横たわるような寛いだ姿勢で身を預ける。

「さて、今宵の夜伽は、誰にするかな。」

無歓が呟くようにそう言うと、鬼狼は小さく身を縮めた。無歓のこの言葉を、奴隷になってから、幾度となく聞いてきたが、聴くたびに、未だに胸が痛くなる。何故、痛くなるのかは解らない。だが、呼吸が一瞬だけ止まるような感覚に陥るのは、確かな事実だった。

「明日の夜からは、この腕に傾城を抱くだろう…。男はこれで最後だな。」

無歓の唇に笑みが零れる。戦場において、軍において、女を連れて歩くことは無い。攻め入った先で捕まえた女以外は、戦場においては通常、夜伽は男の役目であった。ことに無歓は傾城以外の女に興味が無いのか、二十歳を過ぎた今でも正妻を娶らず、普段は特にお気に入りの美しい顔立ちの若者を集めて置き、夜毎、その中から相手を指名する。その指名を聞いた鬼狼がその相手を無歓の元へ連れてきて、その間、無歓の閨の外を警護するのは鬼狼の役目であった。

「誰を…お召しになりますか？」

鬼狼が搾り出すような声で聞くと、無歓は瞳を閉じた。そして、ゆっくりとその瞳を開くと、玉座を降り、足元に顔を伏せたまま、自分の命を待つ奴隷に、杖ではなく自らの手を伸ばし、その頬に触れた。

「あ…」

驚いて顔を上げた鬼狼の視界には、無歓の美しい顔が間近にあった。ゾクッとした冷たい電流が鬼狼の背を走る。それと同時に、胸の鼓動が跳ね上がるのを感じた。

「今宵はお前だ、鬼狼。久々…いや、お前が私の奴隷になったその日以来だな。」

凍りついたように、怯えた表情で自分を見上げたまま、唇を震わしている醜く哀れな奴隷に、美しき主人は、噛み付くように唇を重ねた。

雪国の青年が無歓から黒衣を受け、奴隷となったその夜。青年はわけのわからないままに無歓の寝室の大きな天蓋付きの床台の前に連れてこられると、青年を連れてきた近衛兵はさっと、姿を消した。動揺し、辺りを見渡す青年に、床台を覆う薄絹の帳の奥から、無歓の声がした。

「今宵からは、お前が私の閨の守をするのだ。いいな。」

そう言われたものの、どうしていいのか解らないまま落ち着かない青年の様子に、無歓は怒りではなく、興を覚え、帳をめくると、その姿を現した。青年は慌てて平伏す。すると、床台の無歓の奥にもう一人の人の気配がしたが、無歓はその相手に

「お前は、今夜はもういい、さっさといけ」

そう言うと、その相手は足早に部屋を出て行く。平伏したままの青年には相手の性別も、顔も何も見ることはできなかったが、それが、どういう相手なのかという事くらいは、さすがに察しがついた。もしや、自分は邪魔だったのか？失態を犯した。そう思ったが、どうすればいいのかが、解らなくて、青年はじっと、無歓の出方を待った。

「お前は婚姻していたのか？」

無歓の意外な質問に、青年は思わず、顔を上げて首を振った。しかし、顔を上げていいと言われていないことを思い出し、さっと、顔を伏せる。それを観た無歓は可笑しそうにクスリ笑うと、

「そんなに畏怖しなくてもいい。奴隷としては間違ってはいないが、私はそこまで堅苦しいのは嫌いなのだ。這って歩く必要も無いし、ずっと平伏している必要も無い。そういう無駄な仕来りは面倒なのだよ。それに、お前は唯一、私の子飼いの奴隷だ。他の奴隷とは違う。堂々としていろ。解ったな。」

そう言うと、無歓は話を戻して続けた。

「婚姻をしていないと言うことは、お前はまだ、女を知らぬままということか。」

面白そうに無歓はそう言い、舐めるような視線で青年を見る。青年は顔を上げて、その視線を受けていたが、徐々に視線が泳ぎ始め、その視線に耐え切れないというように眼を閉じると、羞恥の表情を浮かべた。雪国では、婚姻をするまで、そして婚姻をした相手以外と契りを結ばない。なので、婚姻していなかった青年は未だに他人の身体を知らないのである。更に、恋愛結婚が通常の国の中では婚礼の年齢は早いことが多い。おそらく無歓と差ほど歳の差が無いと思われる青年が未だに独り身だというのは、相当珍しい事だった。そんな青年に対し、無歓はますます興味を覚え、相手の気持ちなど知る由もなく、尋ねる。

「お前の歳で、何故、今まで婚姻をしなかった？お前は雪国人の中でもかなり美しい顔立ちをしていたし、能力も高そうだったのに。」

ストレートに尋ねてくる無歓に、青年は胸の痛みを耐えるような小さな呻を漏らすと、「解りません」と、苦しそうに声を押し出し、口を噤む。そんな青年に対し、無歓は小さな苛立ちを覚えたが、これからの長い時間に徐々に聞き出せば良いと言って、それ以上、青年の内にふみ入ることはしなかった。しかし、無歓は突如、床台の上から腕を伸ばし、驚くような力で一瞬のうちに青年を床台の上へ引き上げ、その身体を組み敷いた。

お前の身がこの世界から消えるまでは、その身も心も、永遠に私だけのものだ。解ったな。」

驚いたまま、身じろぎさえも出来ずにいる青年の黒衣の羽根を、無歓は乱暴に掴み、羽根を数本引き千切ると、青年は予想しなかった痛みに思わず声を上げた。黒衣は、青年の体と一体になって同化しており、黒衣が傷つく時には、その痛みが青年の身体を走るのである。

「私が、痛みも、快感も教えてやろう。」

無歓はそう言うと、自分を畏怖の瞳で見上げる青年の首に手をかけて微笑んだ。

「そうだ、お前に名前を付けねばなるまい…」

雪国人としての名前を捨て、奴隷としての名前を主人から授かる。

「鬼狼」

その名を呼ばれた瞬間から、青年は永遠に主人の所有物となったのだ。

月が傾き始めた頃、無歓は鬼狼をその体の内に受け入れ、彼の上でゆっくりと腰を揺らしていた。無歓の白く美しい肌に、汗で薄絹の夜着が貼り付き、吐息と共に衣擦れの音が小さく、冷たい空気に溶け込む。その身の内で熱を帯びた鬼狼を強く感じるたびに、切なげな喘ぎが唇から漏れた。そんな中、無歓は鬼狼の黒衣の羽根を撫でながら、呟く。

「孔雀という鳥は、呪われた鳥なのだそうだ。あんなに美しい姿をしているのに、腐肉を喰らい、毒をもった蛇まで喰らう。その代わりに彼らは空を飛ぶことは出来ない。大地の神に呪われているからだ。」

そこまで言うと、無歓は腰を揺らしながらも、黒衣の帯の、孔雀の羽根を掴み、鬼狼を蔑むような瞳で見下した。

「しかし、本当に呪われているのは大地の神の方だとは思わぬか、そのような獣が空を飛ばずに大地に暮らし、大地の神の使いだという蛇を喰らっているのだから。だが、呪いは愛にも似ている。相手を強く思慕うというのは、呪いも愛も一緒なのだよ。」

そして、無歓が黒衣の羽根を唇に咥え、軽く歯を立てると、

「嗚呼…」

と、鬼狼は声を漏らし、眉根を寄せ、背を反らした。途端、それに呼応するように、無歓の内部が一層熱を持ち、鬼狼を締め付ける。柔らかく、痺れるような疼きが背を這いあがり、体中を駆け巡り、熱が思考を侵し始めると、鬼狼の脳裏にはあの残酷な灼熱の炎が燃え立ち始めた。

「奴隷は一生、主人の物だ。その命さえも自分の物ではなく、私のものだ。呪われた神秘の黒衣はその証。この痛みも、快楽も、私の所有物という刻印なのだ。忘れるな。」

　無歓の淫靡な吐息が耳元に聞こえたが、鬼狼にはその声はどこか遠くに聞こえた。体中を焼き尽くす熱が鬼狼の通常の感覚を鈍らせ、全てを敏感な甘い痺れに変えてしまう。

　体中の火傷の痕は、既に黒衣の力によって痛みも無ければ、感覚さえも曖昧なはずであったが、無歓が鬼狼の焼け爛れた手を取り上げ、その指を熱い舌で愛撫し始めると、鬼狼はその滑る感覚に突き動かされる様に、無意識のうちに無歓の口内を指で犯す。

「んっ…」

鬼狼を咥えこんだ腰を一層深い快感を味わおうと、無歓は更に強く動かし始めると、鬼狼もそれに呼応するように、腰を揺らし始めた。

それから、鬼狼の視界が炎に焼かれ、痛みと快楽の区別がつかなくなる頃、無歓もまた、その熱に身を震わせた。

満ち足りた身体を寄せ合った二人の内に、

雪が、舞う。

白い氷が溶け、

大地が剥き出しになり、

木々が焼け落ち、

焼け野原と化した

美しかった亡国を哀れむように

悲しい姿を覆い隠すように

白い雪は何も言わず

ただ　ただ

静かに　世界を覆う

二人の呼吸さえも止めてしまうかのように

その雪はやがて

薄紅色の花びらに変わる

はらはらと舞う花びらは

静かに　その視界を白く染めていく

ただ、残るのはお互いの微かな熱だけ。

『死は、思ったほど怖くはない…』

あの時の彼の声が、鮮血に染まる無歓の胸に小さく響く。感覚の無い身体に降り積もる花びらに混じり、一枚の黒い羽根が無歓の元に舞い落ちてきた。しかし、無歓は手を伸ばし、  それを掴むことはもう出来なかった。

だが、それでもよかった。

『誰一人として、私の願いを叶えてくれる者はいない』

かつてより自分が抱いていた痛みを、死の間際にして胸の奥に感じたが、無歓はゆうるりと舞い落ちてくる羽根を見つめ、最期の力で口の端を歪めて笑う。

----無極よ、おまえの負けだ。

薄紅の花びらはやがて、色を失い、小さな冷たい雪となって、無歓が自分の身体を被っていくのを感じた頃、視界は白く染まっていった。

私は本当に好きだったのだ。あの白く美しい、孤高の国…

雪国が。

無歓の呼吸が雪に溶けて消える頃、黒い羽根が、彼の掌に舞い落ちた。

